
(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管

①これから親
になる方への
絵本の読み聞
かせ案内

絵本の読み聞かせやわらべうた
は、親子が触れ合うきっかけを
作る役割を果たします。父母や
その他の保護者による積極的な
語りかけの重要性について広く
理解を促し、家庭での実践に繋
がるよう努めます。

(ア) 妊娠中の方などに、図書館利用案内や
推薦絵本リストを配布します。
(イ) 読み聞かせの意義や推薦絵本リストにつ
いて、子ども関連施設等と連携し、これから親
になる方に理解が図られるよう努めます。

　館内各所での利用案内や推薦絵本リストの
配布、読み聞かせの意義・手法や推薦図書リ
ストを記載した冊子の配布による周知に加
え、親子で参加できる特別おはなし会の実施
や絵本の魅力を伝える講座、図書館が推薦
する絵本の展示会等を実施し、読み聞かせの
意義や絵本についてより一層理解が図られる
よう努めた。

　引き続き館内各所での利用案内や推薦絵本リストの配布、
読み聞かせの意義・手法や推薦図書リストを記載した冊子の
配布による周知に加え、親子で参加できる青空おはなし会や
紙芝居のひろばの実施、絵本の魅力を伝える講座、バリアフ
リー絵本の展示会として、布絵本の展示等を実施し、読み聞
かせの意義や絵本について理解が図られるよう努めた。

図書館

②ブックス
タート事業の
継続

乳幼児期から身近に本がある環
境を作り、本に親しむ機会がも
てるよう努めます。

(ア) 対象の乳児とその保護者に図書館職員
等が絵本の読み聞かせを行い、その絵本を１
冊贈呈する「ブックスタート事業」を行います。
絵本を介して親子が向き合うきっかけを作り、
心触れ合うひとときとなるよう努めます。
(イ) 図書館が作成した対象年齢別の絵本リス
トを配布し、乳幼児の保護者が様々な絵本を
手にすることができるよう図書館の絵本を展
示します。
(ウ) 保護者向けの図書館利用案内を配布し
ます。
(エ) 希望する保護者と対象の乳児の図書貸
出券を作ります。

　ブックスタート事業を実施し、絵本の読み聞
かせと贈呈、読み聞かせの意義・手法や推薦
図書リストを記載した冊子の配布、図書貸出
券の作成等の取組を行い家庭での読書啓発
と継続的な図書館利用に繋がるよう取り組ん
だことに加え、コロナ禍からの移行期おいて
展示スペースと閲覧席のあり方を整理し、引
き続き絵本展示スペースでの季節や時事関
連等の絵本展示に努めた。

　市民センター大規模改修により、令和６年９月より旧市民食
堂で中央図書館臨時窓口を開設し、本が身近にある環境を
市民に提供した。
　ブックスタート事業を実施し、絵本の読み聞かせと贈呈、読
み聞かせの意義・手法や推薦図書リストを記載した冊子の配
布、図書貸出券の作成等の取組みを行い、家庭での読書啓
発と継続的な図書館利用に繋がるよう取り組んだ。また、展
示スペースは縮小されたが、引き続き絵本展示スペースでの
季節や時事関連等の絵本展示に努めた。

図書館

③各施設によ
る取組

乳幼児関連のイベントを開催し、
地域交流の機会がもてるよう努
めます。

(ア) おはなし会等の子ども読書関連イベント
や講座などの実施に努めます。
(イ) 狛江市子育てポータルサイト「こまえ子育
てネット」等を活用し、乳幼児関連イベントのＰ
Ｒを行います。

【児童館・児童センター】月に１回地域のおは
なしグループによる乳幼児おはなし会というプ
ログラムを開催している。各乳幼児活動でも
活動内で季節に応じた絵本や紙芝居の読み
聞かせを行っている。参加しやすい時間へ柔
軟に変更するなど参加を促す活動も並行して
行っている。
昨年度に引き続き、毎月２回の読み聞かせイ
ベントを開催している。また、クラブ活動では
活動の導入として絵本や紙芝居を用いてい
る。クラブの誕生会では特別感を出すために
季節に合わせたパネルシアターを行ってい
る。　
【子ども家庭支援センター】たんぽぽひろばで
絵本の読み聞かせを毎日実施し、親子で絵
本を楽しみながらスキンシップを図る。また、
月１回、元利用者による読み聞かせ会を実施
し、地域で子育てを支え合う意識を醸成する。
狛江市子育てポータルサイト「こまえ子育て
ネット」等を活用し乳幼児関連イベントのＰＲを
行うことにより親子同士の交流の場を促進し
ている。
【各地域センター】おはなし会等の子ども読書
関連イベントを継続して実施している。
【公民館】子どもと保護者を対象とした西河原
公民館図書室の「おはなし会」では、絵本の
読み聞かせだけではなく、紙芝居や折り紙、
季節の工作など多彩なプログラムを実施して
いる。

【児童館・児童センター】　月に1回は職員による乳幼児親子向
けおはなし会を行っている。児童館全体の行事や活動(乳幼児
等も含む)を広報等に掲載している。また、乳幼児親子に対し、
おはなし会への参加を促す声かけをしている（和泉児童館）。
　引き続き乳幼児おはなし会を開催している。開始時刻を季節
によって遅くするなど参加しやすい時間帯の設定を行い、館内
の掲示などより本に触れやすい環境を作っている。また、クラブ
活動では活動の導入として、絵本や紙芝居を用いている。コロ
ナウイルス感染症対策の緩和により、本の貸出しも再開し、図
書室内に明確な乳幼児絵本コーナーの設置をするなどプログラ
ムだけではなく、日常でも子どもたちが本に関われるよう努めた
（岩戸児童センター）。
【子ども家庭支援センター】　たんぽぽひろばでの絵本の読み聞
かせを毎日実施。また、月１回、元利用者による読み聞かせ会
を実施し、地域で子育てを支え合う意識を醸成する。
　狛江市子育てポータルサイト「こまえ子育てねっと」等を活用し
乳幼児関連イベントのＰＲを行うことにより親子同士の交流を促
進している。また、教育支援センターとの連携により、中学生に
よる乳幼児への読み聞かせを実施。本を通じて異年齢交流を促
した。
【各地域センター】　すべての地域センターにおいて、おはなし会
を定期的に実施し、幼児が本に親しむ機会を創出している。
【公民館】　子どもと保護者を対象とした西河原公民館図書室の
「おはなし会」では、絵本の読み聞かせだけではなく、紙芝居や
折り紙、季節の工作など多彩なプログラムを実施している。新た
な試みとして0・1・2歳児と3歳児以上を対象としたおはなし会を
実施し、参加者に実施するアンケートをスマートフォンから回答
できるようにした。

【児童館・児童センター】
「こまえ子育てネット」の活
用には至っていないため、
活用に向け職員間で検討
する。
本に触れやすい環境作りは
進めているが、「こまえ子育
てネット」も活用しながら積
極的にPRを行っていくよう
に取り組む。

児童館・児童センター
子ども家庭支援センター

各地域センター
公民館

計画の内容

（１）乳幼児期
の読書活動

１．乳幼児期
の読書活動推
進
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

④保育園にお
ける読書活動
の充実

乳幼児が日々の生活の中で本
に親しむために、保育園におけ
る読書活動の充実を図ります。

(ア) 乳幼児の発達に適した蔵書の充実に努
めます。
(イ) 図書館の団体貸出を活用します。
(ウ) 保育士は、日常の保育の中で継続して読
み聞かせを行います。
(エ) 地域のおはなしグループによる読み聞か
せやおはなし会の実施に取り組みます。
(オ) 地域交流（地域の未就学児とその保護者
を対象にした行事）において、乳幼児が積極
的に本に触れる機会を設けます。

地域の図書館を利用するほか、図書館の配
本絵本サービスを利用し、季節の絵本や物語
など様々な絵本、紙芝居に触れられるように
努めている。
園の中で図書係をおき、定期的にお便りを配
信して保護者の方に人気な絵本の紹介やお
勧めの絵本を紹介するなど、絵本に興味と親
しみをもってもらえるよう努めている。
クラスだよりを通して子どもたちが好きな絵本
や、今興味を持っていること、保育者おすすめ
の絵本などを紹介し、家庭でも絵本や読み聞
かせに触れる機会を作るきっかけを提供して
いる。
一部のクラスでは、図書館の団体利用をより
多く活用するよう保育に取り入れている。
季節や子ども達の発達に合わせた絵本を用
意したり、例えばSDGｓなどで幼児にもわかり
やすい内容になっているものを取り入れるな
ど、読書活動の充実に繋がるよう選書を工夫
している。
図書館の団体貸出絵本を活用する機会は増
えており、今後も活用していく。
今年度から紙芝居購入のための予算が拡充
したため、新規購入し活用している。

　全ての保育園で地域の図書館を利用するほか図書館から
の配本サービスを利用している。図書館の団体貸出絵本を
活用する機会は増えており、藤塚、駒井保育園では、今年度
は２箱貸りて活用している。今後も活用していく。季節や子ど
もの興味に合わせて絵本の入れ替えをし、子どもが興味を
持ったり楽しめるようにしている。昨年度に引き続き、新しい
紙芝居と絵本を購入した。　　　　　　
　三島保育園においては、職員数名からなる図書係をおき、
絵本通信を年２回発行して、おすすめの絵本を紹介してい
る。
　駄倉、三島保育園では、おはなし会の案内を保護者の目に
きやすいところに掲示した。また、図鑑を購入し、多方面に興
味を向けられるようにした。自分が興味を持ったことは調べて
みようとする意識が持てるように働きかけている。
　藤塚保育園においては、父母の会より様々なジャンルの図
鑑を寄附していただいたので、幼児クラスの本棚に並べて友
だちや保育者と一緒に読み、興味関心を持ったり深めたりし
ている。

令和５年度に実施した地域
のおはなしグループによる
おはなし会については、今
年度は実施できなかったた
め、次年度には取組んでい
く。

保育園

⑤図書館にお
ける読書活動
の充実

図書館では、乳幼児の好奇心や
感性を養うのに有用で、特に長く
読み継がれている絵本を中心
に、よりよい絵本を選定しその収
集と提供に努めます。また、子ど
も関連施設への団体貸出の充
実に努めます。

(ア) 数ある絵本の中から、特に乳幼児向けの
作品を集めた「赤ちゃん絵本コーナー」を設置
し、手に取る保護者が選びやすい工夫をしま
す。
(イ) 初めて赤ちゃん絵本を選ぶ人にもわかり
やすく、月齢に応じた絵本を紹介するリスト
「赤ちゃんに贈るファーストブック」の活用に努
めます。
(ウ) 年齢別のおはなし会や季節の行事にち
なんだおはなし会の開催にあたっては、新型
コロナウイルス感染症等の拡大防止対策を徹
底し、新しい生活様式に対応した形での実施
を工夫して、乳幼児が絵本やわらべうたに親
しむ機会を設けます。
(エ) 図書館が作成する絵本リスト「赤ちゃんに
贈るファーストブック」「図書館で会える絵本」
に掲載の絵本を中心に、季節やテーマに応じ
た絵本セットを準備し、子ども関連施設に団体
貸出を行います。
(オ) 外国語を母語とする子どもや帰国子女の
支援等のため、外国語の絵本を充実させま
す。
(カ) バリアフリー関連資料の収集に努め、市
販の点字付き絵本を購入するとともに、布の
絵本の製作や絵本点訳に取り組みます。
(キ) 「こまえ電子図書館」で絵本や児童向け
の電子書籍の収集に努めます。

　赤ちゃん絵本コーナーの設置、「赤ちゃんに
贈るファーストブック」や各種推薦図書リストの
配置、各種関連事業の実施、団体貸出の実
施や多様な形態の資料収集に努めたことに
加え、会場の意匠を工夫した特別おはなし会
や図書館が推薦する絵本の展示会等を実施
するなど、乳幼児の好奇心や感性を養うイベ
ントを実施した。
特に展示会においては同じ絵本の様々な種
類を併せて展示したり、布の絵本や点字絵本
に触る機会を設けるなど、広範な取組の理解
が進むよう努めた。

　臨時窓口にも赤ちゃん絵本コーナーの設置、「赤ちゃんに贈
るファーストブック」や各種推薦図書リストの配架、各種関連
事業の実施、団体貸出の実施や多様な形態の資料収集に努
めた。また、タイトルのわからない本をひとつの小包に見立
て、貸し出す特別貸出「ひみつのこづつみ」を実施し、本に出
会える喜びや乳幼児の好奇心や感性を養うイベントを実施し
た。
　特に展示会においては布絵本に実際に触ったり、工作をす
るなど、広範な取組みにより理解が進むよう努めた。

図書館

①家庭におけ
る読書支援の
ための取組

(ア) ブックスタートを経て、その後の読み聞か
せ活動を継続して実践できるよう、家庭での
取組を支援するフォローアップ事業のあり方
について検証します。
(イ) 乳幼児と一緒に図書館へ来館する保護
者のための利用案内を配布し、図書館利用
の啓発に努めます。
(ウ) 上記の利用案内をブックスタート事業や
子ども関連施設等で配布するとともに、ホー
ムページに掲載するなど、効果的な周知を図
ります。

　年齢別おはなし会の実施や読み聞かせ・絵
本等に関する講座の実施、各種案内の配布・
周知に努めたことに加え、親子で参加できる
図書館のバックヤードツアーを実施し、図書
館やそのサービスについても一層の理解が
進むよう取組を行った。

　引き続き年齢別おはなし会の実施や読み聞かせ、絵本等
に関する講座の実施、各種案内の配布・周知に努めた。

図書館

（２）乳幼児期
の読書活動推
進のための諸
条件の整備
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

②読み聞かせ
に向く絵本の
リストの作成・
配布

多くの絵本の中から何を選んだ
らよいか迷う保護者等に向け、
絵本の紹介リストを定期的に改
訂して配布します。

(ア) 「赤ちゃんに贈るファーストブック」「図書
館で会える絵本」を作成し、必要に応じて改訂
を行い、常に魅力ある新鮮な情報を提供しま
す。
(イ) 上記のリストに掲載した絵本コーナーを設
置し、保護者等が様々な絵本を手にすること
ができるよう努めるとともに、貸出利用を促進
します。

推薦図書リストの改訂・発行と、リストに掲載
した絵本を利用者が分かりやすく手にすること
ができるよう工夫を図るとともに、読書手帳を
活用した利用促進に繋がる取組に努めた。
また、図書館が推薦する絵本の展示会等を実
施し、同じ絵本の様々な種類を併せて展示し
たり、布の絵本や点字絵本に触る機会を設け
るなど、広範な取組の理解が進むよう努め
た。

　引き続き推薦図書リストの改訂・発行と、リストに掲載した絵
本を利用者が分かりやすく手にすることができるよう工夫を図
るとともに、読書手帳を活用した利用促進に繋がる取組に努
めた。
また、図書館が推薦する絵本の展示会等を実施し、布の絵
本や点字絵本に触る機会を設けるなど、機会の創出に努め
た。

図書館

③各施設にお
ける読書活動
の広報

各関連施設における絵本の読
み聞かせ等の読書活動につい
て、保護者の目に留まるような
広報に努めます。

(ア) 各施設の掲示やイベント情報案内、各施
設の発行物等で広報し、周知に努めます。
(イ) 各施設のホームページやＳＮＳ等を活用
し、効果的な広報周知が図られるよう検討し
ます。

【児童館・児童センター】毎月読み聞かせイベ
ントを実施しており、その開催日時をホーム
ページ上にて周知している。
また児童館の毎月の発行物「月のお便り」を
発行し、こちらもホームページ上にて周知に努
めている。
乳幼児親子へ、おはなし会(読み聞かせも含
む)への参加を促す声かけをしている。
毎月の季節に合ったおすすめの絵本を展示し
ている。また、児童館のおたよりで読み聞か
せイベントの日程等の周知に努めている。さら
に、イベントの前日と当日には、館内に読み
聞かせる絵本等の内容を掲示し、興味が沸く
ように促している。
【各地域センター】各施設の掲示板、広報こま
え、ポスターにて周知を実施した。
【公民館】ポスター掲示や館内・3歳児健診等
でのチラシ配布に加え、広報こまえ・図書館
ホームページ等を活用し、周知や情報案内に
努めている。
【図書館】館内等の掲示、図書館ホームペー
ジやSNS、市内掲示板等を活用し周知に努め
た。

【児童館・児童センター】　毎月読み聞かせイベントを実施して
おり、その開催日時をホームページ上にて周知している。ま
た児童館の毎月の発行物「月のお便り」を発行し、読み聞か
せイベントの日程等を周知し、更にホームページでも周知に
努めている。
乳幼児親子に対し、おはなし会(読み聞かせも含む)への参加
を促す声かけをしている。
毎月、季節に合ったおすすめの絵本を展示しているほか、ま
たイベントの前日と当日には、館内に読み聞かせる絵本等の
内容を掲示し、興味が沸くように促している。　
【各地域センター】　市掲示板・町会掲示板等でのポスター掲
示、市内公共施設にチラシの配架及び広報で周知を実施し
た。南部地域センター及び野川地域センターにおいては広
報、チラシ等に申込みQRコードを掲載し、ネット申込みを可能
とすることで、窓口を広げた。
【公民館】　ポスター掲示や館内、3歳児健診等でのチラシ配
布に加え、広報、図書館ホームページ等を活用し、周知や情
報案内に努めながら、図書室入口におはなし会用看板を設
置をするなど、広範な周知に努めた。
【図書館】　館内等の掲示、図書館ホームページやSNS、市内
掲示板等を活用し、周知に努めた。

【各地域センター】子育て
ネットの活用を今年度中に
実施予定（12月・２月開催
分より）

児童館・児童センター
各地域センター

公民館
図書館

④保育園にお
ける図書の充
実と保育士の
研修

乳幼児が本を身近に親しむため
に、保育園における図書の充実
を図ります。

(ア) 計画的に保育園における図書の充実を
図ることに努めます。
(イ) 図書館の団体貸出や配本サービスを活
用します。
(ウ) 保育士同士の情報交換や研修の機会を
設け、絵本に関する知識向上に努めます。

【保育園】園活動のひとつとして子どもたちが
直接図書館に行き、読みたい本を自分で選ぶ
経験から、公共の場でのルールを知り、公共
物を大切に扱うこと等をを学んでいく。もっと
借りたい、次は何を読もうかなという意欲にも
つなげていく。
寄贈や図書館のリサイクル図書も活用し、図
書の充実を図っている。
【図書館】引き続き団体貸出の実施やリサイク
ル図書の配布等を行い、各施設における資料
が充実するよう努めた。

【保育園】　園活動のひとつとして子どもたちが直接図書館に
行き、読みたい本を自分で選ぶ経験から、公共の場でのルー
ルを知り、公共物を大切に扱うこと等をを学んでいく。もっと借
りたい、次は何を読もうかなという意欲にもつなげていく。
寄贈や図書館のリサイクル図書も活用し、図書の充実を図っ
ている。
【図書館】引き続き団体貸出の実施やリサイクル図書の配布
等を行い、各施設における資料が充実するよう努めた。 保育園

図書館

⑤図書館にお
ける乳幼児向
け資料の充実
と図書館職員
の研修

乳幼児と保護者が近隣の図書
館や図書室で本と親しむため
に、図書の充実を図るとともに職
員の研修を行います。

(ア) 乳幼児向けの資料について、新しく出版
される絵本から適切なものを選書するととも
に、長く読み継がれている定番の本を必要に
応じて買い替え補充し、利用に供します。
(イ) 都立図書館等の研修の機会を利用し、職
員の子どもと本をつなぐ能力の向上に努めま
す。

新刊図書案内、図書館に配送される見計い
やブックフェア等の機会に加え、外部の選書
専門施設を活用し新規発行図書の把握に努
めた。
外部の専門家を招聘した各種行事に担当職
員が参加することにより、職員の資質向上に
努めた。

　引き続き新刊図書案内、図書館に配送される見計いやブッ
クフェア等の機会を捉えるとともに、外部の選書　専門施設を
活用し、新規発行図書の把握に努めた。
　都立図書館等が実施する各種研修への参加に加え、主催
した児童行事実技講座に担当職員が参加するなどし、職員
の能力向上に努めた。

図書館

⑥保育園への
団体貸出と配
本サービスの
拡充

子ども関連施設の図書の充実を
支援するため、図書館からの配
本サービスを実施します。

(ア) 図書館が作成する絵本リスト「赤ちゃんに
贈るファーストブック」「図書館で会える絵本」
に掲載の絵本を中心に、季節やテーマに応じ
た絵本セットを準備し、子ども関連施設に団体
貸出を行います。

子ども関連施設への団体貸出の実施、リサイ
クル図書の配布に加え、定期的な絵本セット
の貸出を行い、子ども関連施設の図書の充実
の支援に繋げた。

引き続き子ども関連施設への団体貸出の実施、リサイクル図
書の配布に加え、定期的な絵本セットの貸出を行い、子ども
関連施設の図書の充実の支援に繋げた。

図書館
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

⑦全ての子ど
もとその保護
者のための読
書相談及び資
料の収集と提
供

特別な配慮を必要とする子ども
とその保護者へ、それぞれの
ケースに応じた読書活動の支援
を行います。

(ア) 「布の絵本」や「絵本点訳」の製作グルー
プによる活動を支援し、図書館資料として所
蔵することで提供と普及に努めます。
(イ) 外国語の絵本を収集するなど、日本語を
母語としない子どもの読書活動の支援に努め
ます。
(ウ) 「こまえ電子図書館」で読み上げ機能が
ある電子書籍の収集に努めます。
(エ) 利用支援サービスにおいて、希望図書の
音訳を行います。
(オ) ＤＡＩＳＹ（デイジー）図書を活用した読書活
動の支援を行います。
(カ) 利用支援サービスの情報発信に努めま
す。

協力者への支援や外国語の絵本、布の絵本
及び点訳絵本等の各種資料の収集等に努め
たことに加え、図書館が推薦する絵本の展示
会を実施し、布の絵本や点字絵本に触る機会
を設けるなど、利用支援サービスの情報発信
に努めた。

　引き続き協力者への支援として音訳講習会を実施し、外国
語の絵本、布の絵本及び点訳絵本等の各種資料の収集等に
努めたことに加え、図書館が推薦する絵本の展示会を実施
し、布の絵本や点字絵本に触る機会を設けるなど、利用支援
サービスの情報発信に努めた。

図書館

①児童・生徒
の読書活動の
さらなる展開

各学校の特色に応じた読書活
動の充実と展開を図ります。

(ア) 「狛江本の森 学校図書館活用ノート」や
「ようこそ本の世界へ」等を活用します。
(イ) 児童・生徒が読書する時間の確保に努
め、一冊を読み通す達成感を体験させるため
の読書イベント等を企画実施します。
(ウ) 児童・生徒の興味・関心や発達段階に応
じて、自ら本を選び読書の幅を広げるための
展示や掲示を工夫します。
(エ) 自ら友達や同世代に向けて読書の楽しさ
を発信するビブリオバトル等の活動を通じ、児
童・生徒同士が交流できるよう取り組みます。
(オ) 委員会活動等の機会を通じ、校内におい
て学校図書館が身近な学びの場であることが
伝わる活動に取り組みます。

「狛江本の森 学校図書館活用ノート」や「よう
こそ本の世界へ」等を活用し、児童・生徒の読
書活動に対する興味・関心を高めている。
中学校では「こんな本どう2023」を作成し、夏
季休業前に配布し、夏季休業中の読書を推
進している。
ビブリオバトル等の活動により、本を通して人
を知るだけではなく、人と交流することで児
童・生徒の表現力を高めるとともに、他者の考
えをより受け入れられるようにするなど、児
童・生徒同士が交流できるよう取り組んでい
る。

　「狛江本の森 学校図書館活用ノート」や「ようこそ本の世界
へ」等を活用し、児童・生徒の読書活動に対する興味・関心を
高めている。「狛江本の森　学校図書館活用ノート」はデジタ
ル化を進め次年度以降の活用に向けた準備を進めている。
　中学校では「こんな本どう2024」を作成し、11月に生徒へ配
布し、冬季休業中の読書を推進している。
主体的・対話的な活動やビブリオバトル等を通して、児童の
思考力、判断力、表現力等を育んでいる。 小･中学校

指導室

②資料を使っ
た課題解決の
支援

児童・生徒が楽しく読書するだけ
でなく、各教科・領域や総合的な
学習の時間に活用できる学校図
書館を目指すと共に、令和２年９
月に児童・生徒へ1人1台配布さ
れたタブレット端末を利用したデ
ジタルコンテンツの利活用に努
めます。

(ア) 児童・生徒が課題を解決するための手助
けとなるような資料の収集に努め、資料の使
い方など、必要な指導や助言を行います。
(イ) 学校の夏季休業期間中の課題や自由研
究を支援するための資料収集と提供に努め
ます。
(ウ) 情報検索ツールの一つとして、オンライン
百科事典を活用します。

【小・中学校、指導室】各教科等の学習にお
いて、学校図書館にある資料を基に調査・情
報収集するなど、児童・生徒が自らの課題解
決に向け学習することができるよう取り組んで
いる。
デジタル百科事典として、小学校では
「sagasokka」、中学校では「ブリタニカ」を活用
しながら、総合的な学習の時間等の調べ学習
を行った。
【図書館】引き続き資料提供と配送便の運行
による学校図書館の支援、夏季休業期間中
の課題や自由研究に対する専用コーナー設
置等の取組を行ったことに加え、図書館を
使って調べる自由研究講座を実施し、自らが
図書館を活用してどのように調査・研究を行
いその結果をまとめるかについての指導を
行った。

【小・中学校、指導室】　学校図書館の環境整備や掲示物等
の充実、図書便りの発行等により読書活動の推進を図るとと
もに、校外学習や進路学習、総合発表会等の調べ学習にお
いて、学校司書と連携を図り、学校図書館の活用に努めてい
る。
　デジタル百科事典として、小学校では「sagasokka」、中学校
では「ブリタニカ」を活用しながら、総合的な学習の時間等の
調べ学習を行った。
【図書館】　引き続き資料提供と配送便の運行による学校図
書館の支援行った。夏季休業期間中の学習支援について
は、市民センター大規模改修のため、臨時休館中であったた
め、西河原公民館図書室、各地域センター図書室の案内を
行った。

小･中学校
指導室
図書館

③図書館見
学・職場体験
の受入れ

学年に応じた施設見学や図書
館の仕事を体験することで、より
一層本や図書館に親しみをもつ
ことができるよう、内容の充実に
努めるとともに積極的に受入れ
を行います。

(ア) 小学生の校外学習の一環として、集団で
の施設案内や利用指導を行う機会をつくりま
す。
(イ) 中学生の職場体験を受入れ、図書館の
仕事を体験する機会をつくります。
(ウ) 夏季休業期間に小学生を募集し、「子ど
も図書館員」として図書館の仕事を体験する
機会をつくります。
(エ) 小・中学生からの取材依頼等を受入れ、
図書館や本に親しみをもつことができる機会
の充実に努めます。

引き続き市内及び近隣の小・中学校からの集
団施設案内・見学依頼等の受け入れ、バック
ヤードツアー等を実施して図書館の利用啓
発・図書館や本に親しみをもつことができる機
会の充実に努めた。

　臨時窓口に移行したことにより、施設案内・見学等の受入
れは実施できないが、市立中学校の職場体験の受け入れを
引き続き行うことにより、図書館の利用啓発・図書館や本に
親しみをもつことができる機会の継続に努めた。

図書館

（１）小・中学
生の読書活動

２．小・中学生
の読書活動推
進
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

④児童館・児
童センター・
学童クラブに
おける読書活
動の推進

小・中学生が身近なところで本と
親しむことができるよう、児童
館・児童センター・学童クラブで
の読書活動の充実を図ります。

(ア) 児童館・児童センター・学童クラブでは、
職員等による読み聞かせの時間をもつととも
に、地域のおはなしグループによるおはなし
会の実施に努めます。
(イ) 図書館の団体貸出を活用し、資料の充実
を図ります。

季節に合った本の掲示や職員によるおすす
め本の紹介などを行い、様々な種類の本に触
れる機会を設けている。また、月に１回乳幼児
親子、小学生を対象に地域の読み聞かせボ
ランティアによるおはなし会も実施しており、
市の広報や館内チラシでの参加を促してい
る。
夏休み期間中は読書マラソンと称して、目標
を立て、読書活動を推進している。また、学習
時間や昼食後の食休み時間にも読書をする
ように勧めている。　

　全ての児童館で毎月乳幼児親子、小学生向けおはなし会を
実施し、読書をすることに興味をもてるよう働きかけを行って
いるおこなっている。毎月、最低１冊以上の絵本もしくは児童
向け図書を入れ、「今月の本」として紹介をし、読書活動推進
をしてきている。
　和泉児童館においては、季節にあった本の掲示やメッセー
ジ性のある本などを掲示し、手に取りやすさ等で本に触れる
機会を増やしつつ、ハードルを下げる取り組みを行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　学童クラブでは新しくボランティアによる月1回の読み聞か
せ活動を始め、本に触れる機会を以前よりも増加させた。　
図書室における本の貸出し事業も、特に乳幼児親子に周知
されており、様々な本の貸出しが行われている。（岩戸児童セ
ンター）

　各年代に応じた新しい本
の充実を図り、誰が利用し
ても読みたいものがあるよ
うな環境作りを行っていく。

児童館
学童クラブ

①学校図書館
の蔵書構成及
び更新

児童・生徒が身近な場所で本と
親しむとともに、各教科・領域や
総合的な学習の時間に利用し
やすい蔵書構成を目指した蔵書
の充実と更新を図ります。

(ア) 児童・生徒の読書への意欲をかきたてる
資料を研究し、計画的に資料を整備します。
(イ) 各教科や領域の学びを広げ深めるため
の資料の研究や収集に努めます。
(ウ) 学級文庫用図書の充実に努めます。
(エ) 不必要になった資料の定期的な払い出し
や除籍を行い、蔵書の更新・補充に努めま
す。また、そのための除籍の基準を検討しま
す。

学校司書や司書教諭が学級担任等との連携
を図り、各教科の学習で学校図書館を活用す
るとともにタブレット端末を併用しながら学習
を進めている。
図書委員会ではアンケートを実施し、児童・生
徒が読みたい本を取り寄せるなど、学校図書
館の利用率を高めるための活動を行ってい
る。

　学校図書館の環境整備や掲示物等の充実、図書便りの発
行等により読書活動の推進を図るとともに、校外学習や進路
学習、総合発表会等の調べ学習において、学校司書と連携
を図り、学校図書館の活用に努めている。
蔵書点検を各校が年１回計画的に行うとともに、アンケートに
よって児童・生徒が読みたい本を取り寄せるなど蔵書の更
新・補充に努めている。

蔵書点検は１月に狛江第三
中学校、２月に狛江第二中
学校、３月に狛江第三小学
校で実施予定である。

小･中学校
指導室

②学校図書館
システムの運
用

学校図書館システムの運用によ
り、貸出・返却・予約・統計・蔵書
点検等の業務を円滑に行いま
す。

(ア) 学校司書や司書教諭が児童・生徒と接す
る時間を確保できるよう、円滑な業務遂行が
できる環境を整備します。
(イ) 学校司書や司書教諭への操作研修を実
施し、円滑な学校図書館運営に努めます。
(ウ) 学校図書館の運営に各種統計を参照す
るため、分類等の共通化を図ります。

学校司書が児童・生徒と接する時間を確保で
きるように、Teamsの掲示板等を活用し遠隔
でも情報共有できるように工夫している。
学校図書館では年１回蔵書点検を計画的に
実施し、蔵書の更新・補充に努めている。

学校図書館の環境整備や掲示物等の充実、図書便りの発行
等により読書活動の推進を図るとともに、校外学習や進路学
習、総合発表会等の調べ学習において、学校司書と連携を
図り、学校図書館の活用に努めている。 小･中学校

指導室

③学校図書館
設備の充実

学校図書館が、児童・生徒に
とって安全で親しみやすく心の
居場所となることができるよう、
学習や読書活動に役立つ環境
整備を図ります。

(ア) 児童・生徒の利用動線に配慮し、書架配
置や必要に応じて案内表示を工夫します。
(イ) 空間の確保、椅子・本棚等の不足や老朽
化への対応に努めます。
(ウ) 児童への読み聞かせスペース、生徒が
集中して学習できる机の配置等の工夫に努
めます。
(エ) 児童・生徒が自ら蔵書を検索できる環境
を整備します。
(オ) 新しい生活様式に対応した利用ができる
よう、環境の整備等に努めます。

児童・生徒が学校図書館を利用しやすいよう
に机や椅子、読み聞かせスペース等の配置
を工夫している。
他の学校図書館を視察し、児童・生徒にとっ
てより心の居場所となることができるような環
境整備に努めていく。

　学校図書館の環境整備や掲示物等の充実、図書便りの発
行等により読書活動の推進を図るとともに、校外学習や進路
学習、総合発表会等の調べ学習において、学校司書と連携
を図り、学校図書館の活用に努めている。

小･中学校
指導室

④学校図書館
連絡協議会の
開催、研修の
実施

学校図書館の運営には、利用指
導計画を立案し実践する司書教
諭と、それをサポートする学校司
書の連絡調整が欠かせません。
司書教諭の資質と能力の向上
を図り、専門的な知識・経験を深
めるための実務研修を行いま
す。また、校長は司書教諭や学
校司書と協力し、学校図書館の
業務が円滑に行われるよう努め
ます。

(ア) 校内に学校図書館活用委員会を設置し、
学校全体で学校図書館を活用します。
(イ) 学校図書館の運営に必要な能力を司書
教諭が身に付けるための研修を実施します。
(ウ) 小・中学校の司書教諭と学校司書が、連
携を図るための合同連絡協議会を開催しま
す。
(エ) 学校図書館の校内運営及び学校間の連
携のあり方について協議し、共有ガイドライン
を作成します。

学期に１回開催する学校図書館連絡協議会
では、学校司書と教員の連携を図りながら、
読書活動推進に向けた取組を行っている。ま
た、適宜臨時会を開催し、読書週間の検討会
や配布物の作成・共有等の取組を行ってい
る。

　学期に１回開催する学校図書館連絡協議会では、学校司
書と教員の連携を図りながら、読書活動推進に向けた取組を
行っている。また、適宜臨時会を開催し、読書週間の検討会
や配布物の作成・共有等の取組を行っている。
　学校図書館の運営に必要な能力を司書教諭等が身に付け
るため、10月に他地区の学校図書館の運用の視察を行う。 小･中学校

指導室

（２）小･中学
生の読書活動
推進のための
諸条件の整備
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

⑤学校図書館
と市立図書館
の情報共有

小・中学生の読書活動の推進を
図るため、学校図書館と市立図
書館は情報を共有し、サービス
の充実に取り組みます。また、
学校図書館の運営が円滑に行
われるよう、学校図書館と市立
図書館の連絡体制を整備すると
ともに実務に必要な研修を実施
します。

(ア) 学校図書館連絡協議会へ図書館職員が
参加し、情報共有を行います。
(イ) 小・中学校の学校司書と図書館職員が、
連携を図るための学校司書・図書館司書連絡
会を開催します。
(ウ) 図書館ホームページ上の掲示板を、各学
校図書館と市立図書館の情報共有に活用し
ます。
(エ) 業務を円滑に行うための、学校図書館実
務マニュアルの作成を進めるとともに、必要に
応じて見直します。
(オ) 効率的に業務を行うために研鑽が図れる
よう、実務研修を実施します。

【小・中学校、指導室】第１回学校図書館連絡
協議会において、図書館職員が第四次狛江
市子ども読書活動推進計画の内容について
の説明を行い、それを基に昨年度の振り返り
や今年度の取組についての協議を行った。
【図書館】学校図書館連絡協議会に図書館職
員が参加し、前年度にまとめた第四次狛江市
子ども読書活動推進計画の成果検証と、引き
続き取組の充実を求める事項等について説
明を行った。

【小・中学校、指導室】　文字の読み書きに困難を抱える児童
にデイジー図書を提供している。特別支援学級設置校で実施
している読書補助用具や館内掲示の工夫等について、特別
支援学級がない学校でも特別な配慮を要する児童・生徒に
向けた取組を行うことができるよう、学校図書館連絡協議会
等で情報共有を図っている。
【図書館】　学校図書館連絡協議会に図書館職員が参加し、
学校司書との情報交換を行う。

【小・中学校、指導室】デイ
ジー図書について中学校で
も提供できるように、小学校
の活用事例を共有する等、
中学校での活用に向けた
取組を行う。
【図書館】
　２月に学校図書館連絡会
を開催予定

小･中学校
図書館
指導室

⑥市立図書館
における小･
中学生向け資
料の充実

小・中学生が図書館で本と親し
み、本を通じて学ぶことができる
よう、資料の充実を図ります。

(ア) 小・中学生向けの資料について、新しく出
版された本から適切な選書をするとともに、長
く読み継がれている本を点検・必要に応じて
買い替え補充し、利用に供します。
(イ) 小・中学生のさまざまな興味に応えられる
よう、各分野の資料を揃えます。
(ウ) 郷土学習に関連する地域資料を積極的
に収集します。
(エ) 「こまえ電子図書館」で小・中学生向けの
電子書籍の収集に努めます。

新刊図書案内、図書館に配送される見計い
やブックフェア等の機会に加え、外部の選書
専門施設を活用し新規発行図書を把握し、各
種資料の収集に努めた。
夏季休業期間向けに中身を伏せて貸出をす
る「本の福袋～夏休みに読みたい本」を実施
し、より小・中学生の興味を惹くよう事業の工
夫を図った。

　引き続き新刊図書案内、図書館に配送される見計いやブッ
クフェア等の機会に加え、外部の選書専門施設を活用し新規
発行図書を把握し、各種資料の収集に努めた。
　小学生を対象としたブックトークイベントを開催し、読書への
興味関心を深める事業を実施する。

　３月９日に「やってみよ
う！ブックトーク　本からひ
ろがる世界」を実施予定

図書館

⑦市立図書館
による学校図
書館の支援

小・中学生が身近な学校図書館
で本と親しみ、学習することがで
きるよう、学校図書館の取組を
支援します。

(ア) 市立図書館から学校への配送便を定期
的に運行し、学校図書館から要望のあった資
料の貸出を行います。
(イ) 学習テーマに応じた資料セットや郷土学
習資料セットのほか、一斉指導や集団読書用
に図鑑や絵本・読み物の複本を揃え、効果的
な支援の実施に努めます。
(ウ) 学級文庫用図書を準備し、必要に応じて
配本します。

配送便運行と資料貸出、セカンドブック・サー
ドブックの配布を行い、学校における読書活
動の支援と子どもが早期から読書に親しむ環
境の充実を図った。

　引き続き配送便運行と資料貸出、セカンドブック・サードブッ
クの配布を行い、学校における読書活動の支援と子どもが早
期から読書に親しむ環境の充実を図った。

図書館

⑧市立図書館
ホームページ
「こどもペー
ジ」の活用

市立図書館ホームページでは、
子どもが自ら図書館の蔵書検索
をできる仕組みを整備しました
が、引き続き子どもの読書活動
推進のための情報発信に努め
ます。

(ア) 子どもの読書活動に関する取組の情報を
掲載し、情報発信に努めます。
(イ) 学校図書館の支援に関する取組の情報
を掲載し、情報発信に努めます。

引き続き図書館ホームページや館内OPACで
子どもが自ら資料を検索できる環境を提供す
るとともに、図書館ホームページで子ども読書
活動推進の取組や学校図書館支援に関する
取組について掲載し、情報の発信に努めた。

　引き続き図書館ホームページや館内OPACで子どもが自ら
資料を検索できる環境を提供するとともに、図書館ホーム
ページで子ども読書活動推進の取組や学校図書館支援に関
する取組、子ども向けイベントについて掲載し、情報の発信に
努めた。

図書館

6



(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

⑨児童館・児
童センター・
学童クラブに
おける図書の
充実

小・中学生が身近なところで本と
親しむために、児童館・児童セン
ター・学童クラブでの図書の充
実を図ります。

(ア) 児童館・児童センター・学童クラブでは、
計画的に図書の充実を図ることに努めます。
(イ) 図書館では、児童館・児童センター・学童
クラブへ団体貸出を行います。

【児童館・児童センター、学童クラブ】小学生クラ
ブでは随時新しい本を導入し、ソファーの設置など
リラックス出来る環境整備を行っている。児童セン
ターでは、地域の読み聞かせボランティアに協力
いただき図書の活用を図っている。また、図書の
購入を定期的に行い、子ども達が興味を持てる図
書の充実と、読書の意欲を高める活動に繋げてい
る。
８月には、戦争と平和について子ども達が触れら
れる機会として、本の展示や紹介を行っている。
図書室内の本のマンネリ化を避けるという意味で
も定期的な本の入れ替えを行っている。
計画的に図書の購入を行い充実を図っており、特
に児童館の図書室では、毎月最低１冊以上の絵
本もしくは児童向け図書を入れ、「今月の本」とし
て紹介をし、読書活動の推進に繋げている。
在籍する児童の学年に適した図書を充実させるた
め、職員間で検討し適宜新規図書の購入を行って
いる。
今年度から育成室に歴史漫画や絵本、学習本な
どを置き、更に本を身近に感じられるようにしてい
る。また、図書館のリサイクル図書を定期的に活
用したり、近隣の方からの寄付などにより、図書室
の本の充実を図っている。寄付された本の中には
乳幼児の保護者向けの本もあり、ひろばに配置し
ている。中高生向けの小説や漫画については、本
棚の少し高い位置に配置し区別している。本の冊
数も多くなり、学習向けの本は集会室Bに配置し、
より多くの本を置けるようにしている。
【図書館】引き続き団体貸出の実施やリサイクル
図書の配布等を行い、各施設における資料が充
実するよう努めた。

【児童館・児童センター、学童クラブ】　計画的に図書の購入
を行い、蔵書の充実を図っており、特に児童館の図書室で
は、毎月、最低１冊以上の絵本もしくは児童向け図書を入
れ、「今月の本」として紹介をし、読書活動を推進をしている。
また在籍する児童の学年に適した図書を充実させるため、職
員間で検討し、適宜新規図書の購入を行っている。８月には
戦争と平和について子ども達が触れられる機会として、毎月
の図書購入とは別に複数冊購入し、本の展示や紹介を行
い、その中の１冊を読み聞かせる機会を設けた。
　近隣の方からの寄付(特に絵本等)などにより図書室の蔵書
の充実を図っている。（和泉児童館）
　小学生クラブでは図鑑やシリーズ物の本の充実を図り、継
続的な読書を自然と行えるような環境を作っている。図書室
では子どもの意見を取り入れる名目で、購入する本を投票形
式決定したり、メッセージ性のある本を定期的に行うなど様々
な方向でのアプローチを行っている。また、「飽き」が来ないよ
う定期的な本の入れ替えや購入も行っており、続けて利用し
てもらえるような工夫を児童館・学童クラブ共に取り組んでい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　読み聞かせ活動も今までは児童館・児童センター側だけで
行っていたものを学童クラブでも実施するようになり、館全体
として本に触れる機会を増やすように運営を行っている。（岩
戸児童センター)
【図書館】　団体貸出により、各施設における資料が充実する
よう努めた。

【児童館・小学生クラブ、学
童クラブ】
破損した本の修理や買い直
し、流行りのものや往年の
名作などさらに蔵書にバリ
エーションを持たせる。

児童館・児童センター
学童クラブ

図書館

⑩全ての児
童・生徒とそ
の保護者のた
めの読書相談
及び資料の収
集と提供

特別な配慮を必要とする児童・
生徒とその保護者へ、それぞれ
のケースに応じた読書活動の支
援を行います。

(ア) 学校図書館では、読書補助用具を備え、
読みへの抵抗を和らげる手立てを検討し、設
備の充実を図ります。
(イ) 学校図書館では、館内掲示を大きくし、手
順をわかりやすく表示するためピクトグラムを
添えるなど、文字だけに頼らない工夫をしま
す。
(ウ) 学校図書館では、特別支援学級の読書
活動を支援する取組に努めます。
(エ) 市立図書館では、バリアフリー関連資料
の収集と提供に努めます。
(オ) 市立図書館では、利用支援サービスの案
内・周知に努めます。
(カ) 市立図書館では、特別支援学級に在籍
する児童・生徒の施設案内のための来館に
対応するとともに、特別な支援を必要とする生
徒の職場体験を積極的に受入れます。
(キ) 日本語を母語としない児童・生徒の読書
活動の支援に努めます。

【小・中学校、指導室】特別支援学級設置校
で実施している読書補助用具や館内掲示の
工夫等について、特別支援学級がない学校
でも特別な配慮を要する児童・生徒に向けた
取組を行うことができるよう、学校図書館連絡
協議会等で情報共有を図っている。
【図書館】引き続きバリアフリー関連資料や外
国語の絵本等の各種資料の収集等に努めた
ことに加え、図書館が推薦する絵本の展示会
を実施し、布の絵本や点字絵本に触る機会を
設けるなど、利用支援サービスの情報発信に
努めた。
また、特別支援学級からの職場体験や施設
案内に対応し、図書館の利用啓発・図書館や
本に親しみをもつことができる機会の充実に
努めた。

【小・中学校、指導室】　文字の読み書きに困難を抱える児童
にデイジー図書を提供している。特別支援学級設置校で実施
している読書補助用具や館内掲示の工夫等について、特別
支援学級がない学校でも特別な配慮を要する児童・生徒に
向けた取組を行うことができるよう、学校図書館連絡協議会
等で情報共有を図っている。
【図書館】引き続きバリアフリー関連資料や外国語の絵本等
の各　種資料の収集等に努めたことに加え、図書館が推薦す
る絵本の展示会を実施し、布の絵本や点字絵本に触る機会
を設けるなど、利用支援サービスの情報発信に努めた。 小･中学校

指導室
図書館

（１）図書館に
おけるＹＡ
サービスの充
実

高校生等が図書館で本と親し
み、本を通じて学ぶことができる
よう、図書館におけるＹＡ資料の
充実を図ります。

(ア) ＹＡ世代のさまざまな興味に応えられるよ
う、各分野の資料を揃えます。また、対象者向
けの新着図書などを特集コーナーで積極的に
紹介します。

引き続きＹＡ資料専用コーナーでの資料提
供、推薦図書リスト掲載資料等の展示をした
ことに加え、図書館職員が薦める本を題名を
伏せて貸出を行うなど、より高校生等の興味
を惹くよう事業の工夫を図った。

　臨時窓口への移行により、ＹＡ資料専用コーナーでの資料
提供はできないが、引き続き、推薦図書リストを配布、掲出
し、高校生等の興味を惹くようにリストの周知を図った。また
中高生向けの図書館利用案内を発行し、図書館の活用、
サービスについての周知を図る。

「10代のための図書館活用
ガイド」　２月発行予定

図書館

３．高校生等
の読書活動推
進
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

（２）「こまえ電
子図書館」の
ＹＡ向け電子
書籍の充実

刊行頻度が高いライトノベルや
記述式のページがある問題集な
ど、紙の本では積極的に収集し
ていない種類について電子書籍
の収集・提供を検討します。ま
た、世代特有の悩みなどセンシ
ティブなテーマを扱った本は、電
子図書館でも備えることで他人
に知られることなく利用すること
ができるなど、世代特有の環境
に配慮した資料提供に努めま
す。

(ア) 「こまえ電子図書館」では、ＹＡ世代に向
けた電子書籍の収集と提供に努めます。 

引き続きこまえ電子図書館において各種資料
の収集に努めるとともに、ＹＡ資料のみを集め
てカテゴリ分けするなど、資料にアクセスしや
すい環境の整備に努めた。

　引き続きこまえ電子図書館において各種資料の収集に努
めるとともに、アクセスしやすい環境の整備に努めた。

図書館

（３）都立狛江
高等学校と市
立図書館の連
携

都立狛江高等学校では、市外か
ら通う生徒が多いため、生徒が
狛江市の図書館について知る
機会をつくり、連携のあり方を検
討します。

(ア) 引き続き都立狛江高等学校へ、図書館
の利用案内や推薦図書リストを配布します。
(イ) 引き続きイベントのお知らせや「図書館だ
より」などを配布します。

引き続き利用案内、推薦図書リスト、図書館
だより、事業報告書等各種発行物の配布を行
い、図書館事業の周知に努めた。

　引き続き利用案内、推薦図書リスト、図書館だより、事業報
告書等各種発行物の配布を行い、図書館事業の周知に努め
る。

図書館

（４）特別な配
慮を必要とす
る青少年とそ
の保護者への
読書支援

特別な配慮を必要とする青少年
とその保護者へ、それぞれの
ケースに応じた読書活動の支援
を行います。

(ア) バリアフリー関連資料の収集と提供に努
めます。
(イ) 外国語の絵本を収集します。
(ウ) 「こまえ電子図書館」で読み上げ機能が
ある電子書籍の収集に努めます。
(エ) 利用支援サービスにおいて、希望図書の
音訳を行います。
(オ) ＤＡＩＳＹ図書を活用した読書活動の支援
を行います。
(カ) 利用支援サービスの情報発信に努めま
す。
(キ) 日本語を母語としない青少年の読書活動
の支援に努めます。

引き続きバリアフリー関連資料や外国語の絵
本等の各種資料の収集等に努めたことに加
え、図書館が推薦する絵本の展示会を実施
し、布の絵本や点字絵本に触る機会を設ける
など、利用支援サービスの情報発信に努め
た。

引き続きバリアフリー関連資料や外国語の絵本等の各種資
料の収集等に努めたことに加え、図書館が推薦する絵本の
展示会を実施し、布の絵本や点字絵本に触る機会を設ける
など、利用支援サービスの情報発信に努めた。

図書館

（１）地域で活
動するおはな
しグループ、
ボランティア
団体との連携

地域で子どもへの読み聞かせや
ストーリーテリングなどの読書活
動に取り組む団体との連携を図
ります。

(ア) 地域の団体の活動の把握に努め、近隣
の子ども関連施設等に情報が届く仕組みを検
討します。
(イ) 地域の団体と情報交換を行い、連携のあ
り方を検討します。

引き続き地域団体の活動の把握に努め、図
書館で実施する各種行事において各団体と
連携して内容の充実を図った。
実施希望があった団体を対象に「まなび講
座」を実施し、図書館使い方や絵本読み聞か
せの方法等について周知を行った。

　引き続き地域団体の活動の把握に努め、図書館で実施す
る各種行事において各団体と連携して内容の充実を図った。

図書館

（２）子どもと
本をつなぐ活
動に携わる人
の育成

子どもが身近で本と出会える機
会をつくるため、地域において、
子どもと本をつなぐ活動に携わ
る人を育成します。

(ア) 子どもの読書に関心のある方を対象に
「児童行事実技講座」を実施します。
(イ) 「児童行事実技講座」受講者を対象に、
地域で活躍していただける仕組みを検討しま
す。

児童行事実技講座を実施し、おはなし会の実
施や絵本についての講習を通し、おはなし会
に携わる人材の養成に努めた。

　引き続き児童行事実技講座を実施し、おはなし会の実施や
絵本についての講習を通し、おはなし会に携わる人材の養成
に努めた。
　また、子ども読書活動推進事業として、子どもたちに昔話の
魅力を伝えるため、大人向けに昔話の絵本の選び方や話し
方についての講座を実施する。

３月14日から全３回の連続
講座「昔ばなしの威力～子
ども達に昔ばなしを」実施
予定 図書館

（３）子どもの
読書に関する
講座等の実施

子どもの読書活動に関する市民
の要望に応えた講座や講演会
を実施します。

(ア) 図書館では、子ども関連施設や公民館・
地域センターと連携し、市民のニーズや今日
的課題に応えた講座・講演会を実施します。

【各地域センター】こども一日図書室員を実施
し、図書に触れたり図書室の仕事を体験する
ことで図書・読書への活動推進を図った。
七夕会、クリスマス会を実施し、子どもの読書
活動の入り口となること、関心を深めることに
繋げている。
【公民館】居場所事業「にこにこ広場」におい
て、図書館から乳幼児を対象の本を借り受け
て事業を実施した。
【図書館】引き続きおはなし会用資料の提供
により各図書室の支援をするとともに、図書
館実施事業について各施設へ案内するなど
連携を図った。

【各地域センター】　小学生を対象に「子ども一日図書室員」と
いう体験学習を行い、図書室の業務を実際に体験し、様々な
本に触れ、本を身近に感じてもてもらう事により読書活動の
推進を図った。
　七夕おはなし会、仮装で楽しむおはなし会、クリスマスおは
なし会を実施し、季節感のある本を読み聞かせして楽しみな
がら本への関心を深めることに繋げた。
　小学生の「まちたんけん」課外授業で図書室を見学してもら
い、様々な本についての説明や人気本の紹介等を行い読書
活動の推進を図った。
【公民館】　西河原公民館幼児室に幼児向けの絵本を配架し
た。
【図書館】　引き続きおはなし会用資料の提供により、各図書
室の支援をするとともに、図書館実施事業について各施設へ
案内するなど連携を図った。

地域センター
公民館
図書館

４．地域にお
ける読書活動
推進
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(資料2）

取組の方向性 第四次計画上の具体的取組 前年度までの取組状況（成果）
取組内容・目標
（令和６年度）

取組達成予定時期
（達成できていない具体的

取組がある場合）
所管計画の内容

（４）図書関連
施設職員の情
報共有

(ア) 地域センターでは、図書館と連携して図
書室を運営し、子どもの本の充実を図るととも
に、地域での取組について情報を共有しま
す。
(イ) 西河原公民館では、図書館と連携して図
書室を運営し、子どもの本の充実を図るととも
に、定期的なおはなし会の開催を継続しま
す。

【各地域センター】会議等に参加し、図書館と
の情報共有、連携を図った。
【公民館】子どもと保護者を対象とした西河原
公民館図書室の「おはなし会」では、絵本の
読み聞かせだけではなく、紙芝居や折り紙、
季節の工作など多彩なプログラムを実施して
いる。
会議等に参加し、図書館・地域センターと情報
を共有している。
【図書館】引き続き「図書館・図書室連絡会」を
実施し、図書館と各図書室間の情報共有と課
題解決のための連携の充実を図った。

【各地域センター】　会議等に参加し、図書館との情報共有、
連携を図った。
【公民館】　子どもと保護者を対象とした西河原公民館図書室
の「おはなし会」では、絵本の読み聞かせだけではなく、紙芝
居や折り紙、季節の工作など多彩なプログラムを実施してい
る。
会議等に参加し、図書館・地域センターと情報を共有してい
る。
【図書館】　引き続き「図書館・図書室連絡会」を実施し、図書
館と各図書室間の情報共有と課題解決のための連携の充実
を図った。

地域センター
公民館
図書館

（１）子ども読
書啓発事業の
取組

平成15年度に開始したブックス
タート事業に続き、子ども自身が
読書の楽しさを知るきっかけを
つくり自発的な読書活動につな
げるための取組として、平成25
年からセカンドブック事業、平成
29年にはサードブック事業を開
始しています。配布方法につい
ては、小・中学校と連携して行い
ます。

(ア) 引き続き乳児を対象に、絵本を贈呈する
ブックスタートに取り組みます。
(イ) 引き続き市立小学校と協力するなど、新
小学１年生を対象に、本を贈呈するセカンド
ブックに取り組みます。
(ウ) 引き続き市立中学校と協力するなど、新
中学１年生を対象に、本を贈呈するサードブッ
クに取り組みます。

引き続きブックスタート事業の実施、小・中学
校と連携した方式でのセカンドブック・サード
ブック事業の実施に努め、子どもが早期から
読書に親しむ環境の充実に加え、継続的に読
書活動につなげるための取組を行った。

引き続きブックスタート事業の実施、小・中学校と連携した方
式でのセカンドブック・サードブック事業の実施に努め、子ども
が早期から読書に親しむ環境の充実に加え、継続的に読書
活動につなげるための取組みを行った。

図書館

（２）「子ども読
書の日」に合
わせたイベン
トの開催

子どもの読書活動の大切さにつ
いて、広く市民の関心と理解を
深めるため、国の定めた「子ども
読書の日」の趣旨に沿ったイベ
ントを開催します。

(ア) ４月23日～５月12日の「こどもの読書週
間」に合わせ、子どもの読書に関するイベント
を開催します。

引き続き春の「こどもの読書週間」及び秋の
「読書週間」に各種イベントの実施に努めた。
特に「えほんのひろば」では、市民ひろばを活
用して図書館来館者以外の目にも触れるよう
事業の工夫を図った。

　春の「こどもの読書週間」期間には、青空おはなし会や、特
別貸出として、図書館が推薦する本を「ひみつのこづつみ」と
して、タイトルが分からないように包み、特別貸出を行うなど、
子どもたちがわくわくしながら本に親しめる機会の創出に努
めた。

図書館

（３）家庭にお
ける読書活動
の推奨

子どもの読書活動を習慣づける
ためには、乳幼児期をはじめと
して、最も身近な場所である家
庭で本に親しむことが有効で
す。家庭における読書を推奨し
ます。

(ア) 乳幼児の保護者に向けて、図書館の利
用案内を配布します。
(イ) 読み聞かせに向く絵本のリストを作成し、
配布します。

引き続き利用案内や推薦図書リストの配布、
ブックスタート事業や児童行事実技講座の実
施による家庭での読書活動支援に努めたこと
に加え、図書館が推薦する絵本の展示会等
を実施し、読み聞かせの意義や絵本について
より一層理解が図られるよう努めた。

　引き続き利用案内や推薦図書リストの配布、ブックスタート
事業や児童行事実技講座の実施による家庭での読書活動
支援に努めたことに加え、図書館が推薦する絵本の展示会
等を実施し、読み聞かせの意義や絵本についてより一層理
解が図られるよう努めた。

図書館

（４）新しい生
活様式に対応
した各種行
事、講座等の
実施

新型コロナウイルス感染症拡大
防止対策等を念頭に置き、新し
い生活様式に対応しつつ、より
子どもたちの興味関心に寄り
添った形での行事イベントや講
座等の実施を工夫します。

(ア) 「児童行事実技講座」等の講座・講演会
を実施するに際しては、基本的な感染予防対
策を徹底します。
(イ) 子どもたちが密にならず、自分のタイミン
グで参加できるようなブックレビュー等の設置
型のイベントや屋外でのおはなし会を企画し
ます。
(ウ) 先進的事例等の情報収集に努め、各施
設の取組とも連携し、より子どもたちの読書意
欲を喚起する取組を検討します。

「図書館における新型コロナウイルス感染拡
大予防ガイドライン」の廃止に伴い、図書館に
おける感染予防対策を整理するとともに、各
種行事・講座等の実施に努めた。

　図書消毒機の使用や手指消毒、換気など通常の感染症対
策を実施する中で、各種行事・講座等の実施に努めた。

図書館

（５）読書手帳
の配布

子どもが読んだ本の情報を書き
記すことで自身の読書傾向を把
握し、さらなる読書意欲を喚起さ
せる取組として、「読書手帳」を
配布します。

(ア) 中学生以下の子どもを対象に、貸出中の
本の情報をシール印刷して貼付することがで
きる「読書手帳」を配布します。

引き続き読書手帳の配布と市内小学校と連
携した活用の推進、子どもが参加するイベント
での読書手帳利用啓発等を行い、読書推進
の取組に努めた。

　引き続き読書手帳の配布と市内小学校と連携した活用の
推進、子どもが参加するイベントでの読書手帳利用啓発等を
行い、読書推進の取組に努めた。

図書館

５．普及・啓発
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